
輸出事業計画
※申請者名：えひめ愛フード推進機構、品目：かんきつ

様式２

１．輸出における現状と課題

２．輸出事業計画の取組内容

【現状】
⚫ 温州みかん等の輸出量は、令和５年に1,750tと増加傾
向。（農林水産省国際部国際経済課「農林水産物輸
出入概況2023年（令和５年）」）

⚫ 機構が関与した令和６年度の県産かんきつ輸出量は、過
去最高の181.3t（対前年度比107.1％）。

⚫ 主な要因としては、令和３年度から輸出を開始した欧州
向け河内晩柑（misho）の海上輸送による大ロット輸
出の実現に加えて、台湾、香港及びシンガポールの日本
産青果に対する需要増などによるもの。

【課題】
①輸出障壁（検疫条件、残留農薬規制）
②輸出に取り組む生産者及び産地の拡大
③商流の構築
④物流の効率化・高度化
⑤マーケットイン・マーケットメイク
⑥商標の保護

項目 対応策

①輸出障壁
●輸出障壁緩和に向けた働きかけ
●インポートトレランス申請の加速化
●ターゲット国等の規制に応じた防除体系の構築

②生産者及び
 産地の拡大

●検疫条件等に適合した産地の拡大及び生産
 者の育成
●現地ニーズや規制の情報提供

③商流の構築

●現地プロモ―ション活動等を通じた継続的かつ
 戦略的な商流の構築
●輸出後のフィードバックを含めた一連のサプライ

 チェーンに関するPDCAサイクルの構築

④物流の効率
 化・高度化

●効果的・効率的な保存及び輸送方法の確立
●腐敗果対策を目的とした輸送資材の改良など

 輸送コストと輸送ロスの低減の推進

⑤マーケットイン・
 マーケットメイク

●市場として有望な国・地域にターゲットを絞った
 上で、市場情報等の分析
●ターゲット国等のニーズや規制に応じた品種の

 選定及び重点化
●市場ニーズに合った高付加価値の啓発活動

⑥商標保護 ●本県産かんきつ等のブランド保護
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【特徴・強み】
⚫ かんきつ栽培が盛んな本県南予地域の「かんきつ農業シ  
ステム」は、日本農業遺産に認定されており、急傾斜の
段々畑等が特徴。

⚫ 平均気温が16℃を超える温暖な気候に加えて、「太陽 
からの直射日光」「海面からの照り返し」「石積みからの反
射光や輻射熱」の「３つの太陽」に恵まれるなど、良質な
かんきつの生産に必要な条件が揃っている。

⚫ 40種以上の品種を栽培しており、安定した周年供給体 
制を構築。

⚫ 本県オリジナル品種（愛媛果試第28号（「紅まどんな」
含む）、甘平（以下、「紅かんぺい」という）、愛媛果試
第48号（以下、「紅プリンセス」という））を含めた中晩
柑の各品種は、高品質かつ供給時期で他国産と差別化
を図ることができる。



輸出事業計画
※申請者名：えひめ愛フード推進機構、品目：かんきつ

様式２

４．輸出目標額

３．輸出事業計画の実証と見直しを行うためのPDCA実施体制

PLAN

計画

DO

実行

CHECK

評価

ACTION

改善

①市場調査・輸出障壁の把握
②ターゲット国等の選定
③輸出品種の選定及び重点化
④プロモーションの実施計画の策定
（デジタルとリアルの両面から）
⑤防除体系の構築
⑥物流体系の効率化
⑦商標登録の把握

①輸出実行
②プロモーション活動
③必要性に応じたターゲット国等での

 商標登録申請
④輸出障壁緩和に向けた働きかけ、

 インポートトレランス申請

①輸出実績の把握
②市場ごとのニーズ把握
（デジタルマーケティングを活用）
③プロモーションの反響把握
④輸出を行う生産者及び産地候補

 の掘り起こし
⑤商標登録状況の把握
⑥輸出障壁の確認

①輸出障壁の状況に応じたターゲッ
 ト国等の検討
②ニーズに応じた輸出品種等の選択
③プロモーションの方法や時期の選択
④新たに輸出を行う生産者及び産

 地の設定
⑤商標登録の必要性の検討

国・地域名 項目 令和２年度 令和12年度 主な方策

合計
輸出額 43,412千円 260,000千円

輸出量 83.5t 350.0t

台湾
輸出額 8,464千円 29,800千円 残留農薬基準に適合した産地、品種の拡大

重点品種：「うんしゅうみかん」「愛媛果試第28号」
「紅かんぺい」「せとか」「清見」「不知火」「河内晩柑」輸出量 7.1t 42.0t

香港
（ﾏｶｵ含む）

輸出額 21,415千円 107,825千円 年間を通した周年供給の確立
重点品種：「うんしゅうみかん」「愛媛果試第28号」
「紅かんぺい」「紅プリンセス」「せとか」「不知火」輸出量 55.0t 128.0t

マレーシア
輸出額 9,955千円 30,505千円 中晩柑を中心としたブランド定着

重点品種：「うんしゅうみかん」「愛媛果試第28号」
「紅かんぺい」「紅プリンセス」「せとか」輸出量 17.0t 45.0t

シンガポール
輸出額 1,270千円 42,795千円 中晩柑を中心にクリスマス・春節需要への対応

重点品種：「愛媛果試第28号」「紅かんぺい」
「紅プリンセス」「せとか」輸出量 2.0t 55.0t

EU・スイス
輸出額 － 34,600千円 ブランド定着、検疫条件に対応した産地拡大

重点品種：「河内晩柑（misho）」輸出量 － 60.0t

その他

輸出額 2,308千円 13,870千円 ベトナム、カンボジア、カナダ、イギリス 等
ブランドの認知度向上、定着
※新たに輸出に取り組む国・地域については、検疫

 条件等を勘案の上、輸出の可能性を検討輸出量 2.5t 20.0t


